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及ぼしているという意見が今日の学者の中では流行っている。けれども、 1 6 世紀の戦国
時代の文化はそれほど影響を及ぼしていないので、以上で述べた傾向は、 ちょっと離れた








































当時の政治の展開と同じように 1 6 世紀の茶道の発展にも急激な変化が滅多に起とらなか
った。織田信長はとの事実を具体的に表したというふうに見られる。信長は室町時代の有
力な大名の息子として 1 6 世紀の二つの連続した時代を象徴した人物に見られるであろう。
織田信秀は名古屋城主であって政治界にも文化界にも大切な役割を果たした。 しかし、信









れた秀吉は小踊りしてとれを喜んだと伝えられている。さらに、信長が 1 5 6 9 年の正月

























































普及したのは当時の茶会記で明らかである。 1 5 3 7 年から 1 5 4 3 年までの百八十会で
は、利休風の茶碗が映した高麗物は五会しか使われなかったが、 1 5 5 7 年一 1 5 7 2 年
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